
                            

魚種（海域）：ミズダコ （北海道周辺海域） 

担当水試：稚内水産試験場 

 

要約表 

評価年の基準 

（2011 年度） 
資源評価方法 

2011 年度の 

資源状態 

2011～2012 年度 

の資源動向 

2011年1月1日 

～2011 年 12 月 31 日 

漁獲量 

（宗谷海峡：CPUE）
中水準 

不明 

（宗谷海峡：横ばい）

＊生態については，別紙資料「生態表」を参照のこと。 

 

１．漁業 

(1) 漁業の概要 

 北海道ではミズダコは主に樽流し，たこ箱，たこ篭で漁獲されている 1)。樽流しは，1樽

のいさりと呼ばれる仕掛け（疑似餌）を付けて投入し，潮の流れを利用して行う漁法であ

り，宗谷，留萌，石狩，後志，檜山，渡島総合振興局内で行われている。たこ箱は幹縄に

35～40 個の箱を延縄式に連結させたものを 1 放しとして海底に敷設して入箱を待つ漁法で

あり，道南の一部，道東太平洋，利尻島・礼文島を除く北海道全域で行われている。たこ

篭は餌をつけた丸篭もしくは折りたたみ式篭を延縄式に連結させて海底に敷設して漁獲す

る漁法であり，主に宗谷総合振興局内で行われている。ミズダコを専門的に漁獲するその

他の漁法としては，たこ空つり縄，磯まわりなどがある。また，刺し網，桁網やその他の

篭漁業の混獲物としても漁獲されている。 

 

(2) 現在取り組まれている資源管理方策 

 ミズダコは成長が速いことから 2），北海道の大半の海域では資源管理方策として漁獲サ

イズの制限が各海域で取り組まれている。その制限サイズは海域で異なり，宗谷，留萌，

石狩，後志総合振興局内と渡島総合振興局内の戸井町漁協は 2.5kg 未満，檜山，渡島（戸

井町漁協を除く），胆振，日高振興局内は 3.0kg 未満，オホーツク総合振興局内は 2.0kg

未満である。ただし，十勝，釧路，根室振興局内では漁獲制限を設けていない。さらに，

漁法や海域に応じて休漁期間を設定している。 

 

２．評価方法とデータ 

 本資源評価は北海道全域であるが，ミズダコは全道のほぼ全ての海域で漁獲されており，

海域を区分しないと地域ごとの資源状況を示すことができない。そのため，漁業生産高報

告の地区別ミズダコ漁獲量と，その経年変化の類似性をもとに推定した漁場の分布状況か

ら資源評価のための海域を 11 海域に区分し（図 1)3)，その海域ごとに資源評価を行い，海

域ごとの評価結果をもとに多くを占めた資源水準を北海道全域の資源評価とした。 

 各海域の漁獲量は 1985～2010 年は漁業生産高報告，2011 年は水試集計速報値を用いて，
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年間漁獲量を集計した。努力量は各総合振興局および振興局が毎年発行している水産業に

関する報告書（「宗谷の水産」など）の共同漁業権行使・着業者数，知事許可漁業権行使，

着業隻数を集計して，資源評価海域別に合計した。 

本資源評価では資源量は推定していない。資源評価の指標として，漁業生産高報告の漁

獲量を用いた。ただし，宗谷海峡から利礼周辺は，古くから詳細な漁業情報が蓄積されて

いる。さらにこの海域の漁獲量の半数以上を宗谷漁協が占めているため，当漁協の主力漁

法であるたこいさり樽流しの CPUE（１日１隻当たりの漁獲量：kg/隻）を資源評価の指標と

して用いた。 

 

３．資源評価 

(1) 漁獲量および努力量の推移 

北海道全体の漁獲量は，1985～2010 年（過去 26 年間）の平均で 15,807t であり，最低は

1991 年の 12,351t であり，最高は 2003 年の 21,653t であった（図 2）。変動係数は 16.9

であり，北海道全体ではおおむね横ばいで推移している。2011 年は 12,603t であり，過去

3番目に低い水準であった。以下に地区別に示す。 

・宗谷海峡から利礼周辺 

1985 年から 1999 年までは約 3,000～4,000t で推移していたが，2000 年以降変動の幅が

大きくなっている（図 3，表 1)。2011 年の漁獲量は前年比 13％増の 2,209t であった。共

同漁業権行使者数は増減を繰り返しているが，知事許可行使・着業隻数は減少傾向にある

（図 4，表 2)。 

・オホーツク海 

漁獲量は不規則な増減を繰り返しながらも，緩やかな増加傾向にある（図 3，表 1)。2011

年の漁獲量は前年比で 10％増の 1,961t となった。知事許可行使・着業隻数は横ばいで推移

している（図 4，表 2)。 

・根室海峡 

漁獲量は1995～1999年まで400tを超えて高くなったが，2001年には200tを下回った (図

3，表 1)。その後，増加して 2011 年には前年比 41％増の 519t となった。本海域の努力量

の推移はデータが無いため不明である。 

・道東太平洋 

漁獲量は他地区より大きく変動し，1998～1999年と2004～2005年に2,000tを超えた (図

3，表 1)。2011 年は前年比 9％減の 914t であった。知事許可行使・着業隻数は横ばいで推

移している(図 4，表 2)。 

・道南太平洋 

漁獲量は 2001 年以降，緩やかに上昇し，2004 年から減少したが，2009 年は急激に増加

して 2,146t となった（図 3，表 1)。その後減少して 2011 年は前年比 21%減の 1,518t であ

った。知事許可行使・着業隻数は横ばいである（図 4，表 2)。 

41＿ミズダコ＿北海道周辺海域

2012年度 41-2 道総研水産研究本部



                            

・噴火湾湾口 

漁獲量は，1985 年以降，変動を繰り返しながら緩やかに増加していたが，2004～2008 年

までは減少傾向であった（図 3，表 1）。2009～2010 年には 1,200t を超えたものの，2011

年は前年比 28％減の 883t となった。共同漁業権行使・着業者数と知事許可行使・着業隻数

は横ばいで推移している(図 4，表 2)。 

・津軽海峡東側 

漁獲量は 2007 年以降，減少傾向が継続しており，2009～2011 年は 1985 年以降では最も

低い水準で推移となっている（図 3，表 1)。2011 年は前年並の 213t であった。共同漁業権

行使・着業者数は 1985 年以降緩やかな減少傾向にある（図 4，表 2)。 

・津軽海峡西側 

漁獲量は 2002～2006 年まで減少が続き，2007～2009 年には 300t を超えて持ち直したも

のの，2010 年から再び減少傾向となり，2011 年は前年比 10％減の 168t であった（図 3，

表 1）。共同漁業権行使・着業者数は 2005 年以降横ばいで推移している（図 4，表 2)。 

・奥尻島 

漁獲量は 2003 年には 236t であったが，近年では 140t 前後で推移している（図 3，表 1)。

2011 年の漁獲量は前年より 18%増加して 142t であった。努力量の推移については，不明で

ある。 

・道西日本海 

漁獲量は 1985～1998 年まで 290t 前後で推移していたが，1999 年，2000 年と減少した（図

3，表 1)。その後，横ばいで推移し，2011 年の漁獲量は前年比 20％増の 280t となった。2001

年以降の共同漁業権行使・着業者数は横ばいで推移している（図 4，表 2)。 

・道北日本海 

漁獲量は 1994 年に 5,500t 以上であったが，2001 年まで減少した。2002～2003 年は回復

して 4,500t 前後となったが，2004 年以降緩やかに減少している（図 3，表 1)。2011 年は

過去最低の 2,070t であった。知事許可行使・着業隻数は 2002 年以降横ばいで推移してい

る（図 4，表 2)。 

 

(2) 現在(評価年)までの資源状態 

 宗谷海峡・利礼海域では，2011 年のたこいさり樽流し CPUE の 1982 年に対する比は 142

となった（図 5)。さらに，資源変動の周期性を明らかにするためにコレログラム解析 4）を

行ったところ，4.5 年間隔の有意な周期が確認された（図 6）。ミズダコは生涯 1回繁殖型

の生物であり，孵化から産卵まで 4年から 5年要する 5)ことが，水産試験場の飼育実験や標

識放流試験などから推定されている。そのため，この 4.5 年の周期性が生じる要因として，

資源豊度が高い年の親資源が 4 年から 5 年後に親となる資源を産卵していることが推察さ

れる。 

 それ以外の海域では，資源状態の指標として漁獲量を用いており，前述の記述と同様で
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あるため省略する。 

 

(3) 評価年の資源水準：中水準 

現在の資源状態を反映する指数は，1990～2009 年までの平均値を 100 としたとき，60 未

満を低水準，60 以上 140 未満を中水準，140 以上を高水準とした。高水準となったのは，

根室海峡の 1海域であった（図 7）。低水準となったのは道北日本海，津軽海峡東側，津軽

海峡西側の 3 海域であった。それ以外の 7 海域では，全て中水準となった。そのため，北

海道全体としては中水準と判断した。 

 

(4) 今後の資源動向：不明（北海道周辺），横ばい（宗谷海峡） 

 宗谷海峡・利礼海域では資源の増減に 4.5 年の周期性があり，大きく変動していないの

で，今後の資源動向は横ばいであると判断した。 

それ以外の海域では，道南太平洋，噴火湾湾口のように 2009～2010 年の資源水準指数が

突出した海域もあれば，津軽海峡東側のように減少傾向が続いている海域もある。これら

の地区では，資源変動を予測するために必要な情報がほとんどないので，2011 年の資源動

向を判断することは困難である。そのため，今後の資源動向を不明とした。 
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表1 資源評価海域3)別のミズダコ漁獲量の推移

資料：1985～2010年は漁業生産高報告、2011年は水試集計速報値
＊）その他は，資源評価海域に含まれない地区の集計値

表2 資源評価海域3)別のミズダコ努力量の推移

資料：「宗谷の水産」など各振興局が刊行する報告書をもとに，稚内水試が集計した数値。空欄は欠損値。
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図4 資源評価海域別の努力量の推移
左図:共同漁業権(たこ)行使・着業者数の推移,右図:知事許可(たこ)行使・着業隻数の推移

図5 宗谷漁協のたこいさり樽流しCPUE（相対値）の経年変化
1982年を100としたときの相対値

図6 宗谷地区のたこいさり樽流しCPUEのコレログラム
データは1982年から2011年の30年分,2年以上の時間間隔でp<0.05
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生態表  魚種名：ミズダコ  海域名：北海道周辺海域  

    

 
図 ミズダコ（北海道周辺海域）の漁場図 

 

１．分布・回遊 

水深200ｍ以浅の大陸棚上に生息し、岩礁域に多い。季節的な深浅移動のほか、海域によっては大きく

移動する。 

 

２．年齢・成長 

 (12月時点) 

満年齢 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 

体重 
未熟 40g 1kg 1～10kg 4～12kg

成熟   7kg 以上 7kg 以上

＊）体重：1歳は大久保１)、2歳は三橋２)より 

３歳以上は2003～2004年の漁獲物と1960～1997年の調査の標本より  

 

３．成熟年齢・成熟体長 

・オス：３歳以上、体重10kg以上で成熟する。繁殖活動は一生に１度である。 

・メス：３歳以上、体重7kg以上で成熟する。繁殖活動は一生に１度である。 

     

４．産卵期・産卵場 

・産卵期：６～７月である。交接の盛期は産卵の前年の10～12月である。 

・産卵場：水深100m以浅の岩礁域である。 

        

５．その他 

※ふ化幼生は１～２か月間の浮遊期を持つ。 

※漁獲対象のほとんどが交接産卵前の個体である。 

 

６．文献 

1) 大久保修三：ミズダコ稚仔 1年2ヶ月飼育．志摩マリンランドクォータリー，25.4-5(1980)  

2) 三橋正基：2例の飼育実験から推定されるミズダコの成長について．北水試だより，59.33-34  

(2003)  

 

41_ﾐｽﾞﾀﾞｺ北海道周辺海域

2012年度 生態表-1 道総研水産研究本部




